
米百俵デジタルコンテスト関連企画
河口洋一郎　特別展示

種子島生まれ。1976年ＣGの黎明期よりCG（コンピューター・グラフィックス）によるプログ
ラミング造形の研究に着手。数理アルゴリズムにより導き出された技術手法による独自の
作品群で世界的注目を集める。インタラクティブアート・ジェモーション（Gemotion）の研究
作品は後にVR/ARへの応用やプロジェクションマッピングの世界に多数の優秀な人材を
送り出した。ベネチアビエンナーレ’95日本館代表作家。SIGGRAPHアカデミー殿堂入り
（アジア人初）。国内では、2013年に紫綬褒章を受章。文化庁メディア芸術祭初代総合
審査委員長。現在、DCAJ会長、霧島アートの森館長や多数のメディア系大会審査委員
長等を務める。

河口洋一郎（かわぐちよういちろう）
東京大学名誉教授／アーティスト

10：00─19：00（初日は13：00─）

2020.12.20(SUN) 

▶2021.1.6(WED)

アオーレ長岡　市民交流ホールＡ、ホワイエ
（新潟県長岡市大手通１丁目４－１０）

　ながおか・若者・しごと機構は、全国の若者を対象に、「米百俵デジ
タルコンテスト（略称：米100DC）」を開催しています。本コンテストは、
ユニークな発想を持つ若者がチャレンジできる環境、先端技術を取り
入れた学びの場を提供し、若い才能を発掘、支援するもので、「with　
KIDS」をテーマに、子どもの遊び、学び、暮らしを豊かにするデジタル
プロダクトのアイデアを募集しています。（https://kome100dc.jp）
　このたび、本コンテストの特別審査員を務める河口洋一郎氏の
特別展を、関連企画として開催する運びとなりました。コロナ禍で生み
出されたドローイング作品群を、長岡市で初めて一堂に展示します。
1976年から、独自の立ち位置で、日本の先端技術と共に歩み、表現
の技術革新に取り組んで来られた河口氏の躍動感あふれる世界を
ご堪能ください。

※年末年始（１２月２９日～１月３日）は休み


